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マニュアルドック
Regular Checkup for the Quality of a Manual

特許出願中

IEC
 82
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-1対
応

マニュアルに潜むリスク（問題点）の
対応の優先順位を明確化

貴社の主力製品に不可欠な製品マニュアル診断サービス

販売代理店

お問い合わせ・ご相談は

http://www.documenthousegroup.com
i-mdoc@documenthousegroup.com

受付時間 9:00～17:00土日祝を除く0120-66-8030
〒193-0833 東京都八王子市めじろ台3-15-1 TEL.042-668-0131 FAX.042-668-0132
株式会社 ドキュメントハウス

Document House Group

e-mai l

診断料金
1回の評価料金

¥500,000-
※本診断料金には、消費税が含まれておりません。※マニュアル評価は複数のテクニカルライターが担当します。
※1製品に複数のマニュアルが存在する場合は、オペレーションマニュアル
　（取扱説明書や操作説明書相当）を診断対象とさせて頂きます。
※マニュアル診断後の有料コンサルティングにつきましては、本診断価格に含まれておりません。
※ラベル一体型の簡易マニュアル等は、診断の対象から除外させて頂きます。
※マニュアルのページ数によっては、追加料金が発生する場合があります。詳しくはお気軽にお問合せください。

マニュアルに潜むリスク（問題点）は、記載情報の欠如
からユーザビリティの問題点まで、広範囲に及びます。
これらを闇雲に対処しようとすると、膨大な時間とコスト
がかかるばかりか、個々の問題点の対応の優先順位を
間違えるなど、非効率な作業を余儀なくされます。

マニュアルドックでは、問題が大きい（リスクの高い）も
のからランキングで示し、対応の優先順位を明確にしま
す。ワーストランキングは全項目のほか、規格別、ユーザ
ビリティカテゴリ別、重要度別に作成されます。
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マーケットのグローバル化が進む昨今、
マニュアルに起因した事故でのPL訴訟
や、EC指令違反などの法令違反におい
てマニュアル管理体制やその品質記録
が問われるケースがあります。
マニュアルドックでは、マニュアル品質の
管理体制の構築と品質記録の蓄積を実
現することで、ディスクロージャ要請への
対応にお応えします。

マニュアルドックは、貴社製品マニュアルを、法令や規格などの要求と
ユーザビリティ要求の両側面から網羅的に評価するための診断サービスです。
本サービスは、クラウドコンピューティングを利用した客観的評価で、
マニュアル品質の継続的改善を可能にした業界初の定期診断サービスです。
マニュアルドック導入には、下記のようなメリットがあります。

2回目以降評価

初回評価
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マニュアル品質の見える化を実現M e r i t

Regular Checkup for the Quality of a Manual

マニュアル品質の継続的改善を実現

マニュアル品質の国際規格や国家規格への
適合度合の把握

客観的評価とマニュアル品質の業界水準との
ベンチマーク比較を実現
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一般に、一見したマニュアルの出来栄えをそのマニュアルの品質とし
て捉える傾向があります。しかし、マニュアルの本来の品質は、デザ
イン上のビジュアル面のみならず、記載する情報の適切さや正確さ、
文章表現の分かりやすさ、検索性、ユーザー保護への配慮など、様
々なユーザビリティ要因が関わっています。
マニュアルドックでは、これらの目に見えない品質の見える化を、2D
品質マップや3Dグラフ、レーダーチャートにより実現します。これによ
り、品質改善の効果を社内外に示すことができます。

製品を国内外のマーケッ
トに出荷する場合、マニ
ュアルの品質も、そのマ
ーケットに合わせた品質
基準に準拠させる必要
があります。
マニュアルドックでは、マ
ニュアル品質を、国内外
の法令や規格への適合
状況の絶対評価として
把握できます。

●IEC 82079-1
●ANSI Z 535.6
●JIS C 0457

マニュアルの品質は、往々にして作成担当者や客先の発注担当
者の一存で決まりがちです。
マニュアルドックでは、このような主観的要因を排除し、複数のテ
クニカルライターによる客観的な第三者評価を実現します。また、
評価された結果は、製品カテゴリ別やマニュアルカテゴリ別の評
価結果として蓄積することにより、業界水準（製品カテゴリ水準）
やマニュアルカテゴリ水準とのベンチマーク比較として相対評価
を可能にしています。

マニュアルの改訂は、法令や規格の改定や製品の仕様変更に伴って
行われますが、その品質を改善するには、どの部分が劣化し、どの部
分が改善されたのかを的確に把握する必要があります。
マニュアルドックでは、マニュアル品質の変化を数値化、ビジュアル化
することで、マニュアル品質の継続的改善を実現します。


